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１．はじめに

今回訪問する施設は，大分県北部の中心地，中津市

に設立された大分県立工科短期大学校です。大分県で

中津市は３番目の人口を有し，県北の中核都市として

重要な役割を担っています。中津市は古くから文化が

発達し，蘭学の創始者・前野良沢や啓蒙思想家として

著名な福沢諭吉など優れた人材を多く輩出している町

としても有名です。また産業的にも九州北部は自動車

産業が発達しており，近年中津市にも大手自動車メー

カの進出が行われる予定で活気づいています。

２．設立について

大分県立工科短期大学校は，急速に進展する技術

革新や情報化に対応できる高度な知識と技能を兼ね

備えた実践技術者を育成し，地域経済の発展に寄与

するために，平成10年４月１日に全国で６番目に開

校した新しい短期大学校で，短期大学校の概観は地

域に溶け込んだ非常に洗練されたデザインを有して

います。

短期大学校では実践技術者育成のため，「感性豊か

な人材」，「時代の変化に対応する見識を持った人材」，

「即戦力となる人材」をキーワードに，充実した講師

陣，最新の機器，時代にマッチした講義・実習内容

で地域において高く評価されています。今後のグロ

ーバル化に対応するため英語の教育にも力を注いで

います。

３．施設概要

科の構成として生産技術科，制御技術科，電子技術

科，住居環境科を擁しています。各科入学定員20名

（総定員80名）で，実験・実習・卒業研究において少人

数の班編成など個別指導方式を採用し，マンツーマン

による密度の濃い指導で，個人能力を重視した編成に

なっています。そのため優れた実践技術者の育成を行

うことが可能となり，設立当初から就職率は100%を達

成しています。大分県北部は今後の発展が期待される

地域であることを考えると，この成果は職員の方々の

並々ならぬご尽力の賜物だと思われます。また，敷地

内に地域とのコミュニケーションや産学官連携を行う

ための多目的施設「アネックス」があり，このような

施設の活用も成果に貢献しているに違いありません。

４．施設紹介

誌面の都合もあり，ご紹介いただいたなかから特に

印象的であった点についてご紹介させていただきます。
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４.１　行き届いた整理整頓

まず始めに感じたことは，「とにかく校内がきれい

に整理・整頓されている」ということです。これはお

世辞ではなく，建物内はもちろん建物外にもゴミが全

然落ちていません。また，下駄箱においてもスリッパ

がきちんと整理されていました。学生への指導が行き

届いている証拠だと感心しました。

４.２　リフレッシュ設備の充実

学生がリフレッシュするための施設が充実してお

り，整備が行き届いた広大なグランドの大きさにはび

っくりしました。また建物の２階にテラスや広場を設

けリラックスできる工夫が随所に見られました。

４.３　学習環境の充実

当短期大学校では部屋にカードキーが設置してあ

り，学生が申請すればゼミ室へ昼夜を問わず自由に出

入りできるようになっています。また，実践技術者の

育成において，情報通信技術の習得，特にインターネ

ットを利用した情報収集，情報開示を行うための知識，

技術は分野を問わず重要な要素となっていますが，当

短期大学校ではネットワーク管理に選任の管理者がお

り，トラブルに早急に対処できる環境が整えられ，24

時間インターネットで情報検索を自由に行うことがで

きます。さらに，全学生が常時１台は利用できるだけ

のパソコンを整備しており，情報収集・開示に関する

インフラが非常に充実していました。

４.４　エンジニアの資質育成

昨今「最近の若者は常識を知らない」と言われてい

ますが，優れた技術者を育成するためには，技能・技

術の習得だけではなく，人間性も非常に重要です。施

設を案内していただいている間に多くの学生とすれ違

いましたが，すべての学生が見ず知らずの私たちにき

ちんと脱帽しあいさつをしてくれました。人間性に関

する指導は非常に難しいことですが，職員の方々のご

尽力の成果がでており感心させられました。

４.５　効果的な広報

施設を一般に広く知っていただくために学校案内の

パンフレットは重要ですが，当短期大学校のパンフレ

ットは随所に見ている人の関心を誘う工夫が凝らされ

ています。各科の紹介に４ページを使用して，入学後

にどのように学習が進められていくかを流れ図で示

し，最終的にどのようなゼミを選択できるのか一目で

理解できるように作られています。また，１人の学生

の，１週間の生活スタイルをストーリーで紹介するこ

とにより，オープンかつ爽やかな感じを醸し出して，

見る者に大変好印象を与えます。私も同様な職場に身

を置く者として，大変参考になりました。

５．最後に

現在，九州北部は輸送ルートの整備を活発に進めて

おり，かつ広大な平野，豊富な水源を持っています。

このような土地に大分県立工科短期大学校が設立され

たことにより，九州北部の今後ますますの発展が期待

されます。実は私の出身地もこの地域であり今後の発

展が大変楽しみでもあります。
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